
3よぅ者

Ｔ

暉
尊

い
だ
、

Ｃ

口

‐・

兄

）夕

６
マ

ビ

暉
っ
『

善

ご
歌

ヽ
「

お

，
た
。

薇
■

２
も
に
和
諏電
―
た
≒
、畿
進
嘔
温
一率
０

，■
峰
た
・

鍵
義
亀
ゲ
こ
与
ざ
い
う
予
フ
・砲
．
ｒ
、内
〆
象
シ
謝
絶
」
逢

†
亀
韓
詢
ι
Ｏ
短
鍵

権
″
や
，
１
疇
、ヽ
Ｌ
．
仏
手

に
報
馬

ピ

，
Ｌ

気

識

一
■
４

嘔
．
Ｊ
梵

賀
ス

身

二

竜

り
た

い
に
晰

懸

Ｉ

か
町
ｌ
ｔ
，
ハ
リ
十
，
２
く
へ
Ｉ
じ
ヒ
名
僣
ｔ
■
電
が
ら
囁

マヽ

ム
リ
ユ
マ
。
（
†
弩
）
ヤ
ベ

ヽヽ
た
ハ
ー
』

へ

有

い
リ
ヘ

ビ
．

η
毎
外
的
な
場
畿
マ

ュ狗
と

兒
２
て
いう

蔦

し

ム
ｔ
導電
ゃ
上
‐
・
守
た

手
銭
ｒ
一挿
名

‐
に
晴
，

裏

阜
に
湘
掛
ら
．『
Ч詐
ら

一
で
ｄ
喝
らヽ
■
「
・一
一
ヘ

、
■

晏
ヽ
ヒ

ら

１
」
じ
を
ら
「

『
率
靖
一費
亀
綺
常
「

，
　

　

　

　

，
¨

■
凛

」ｚ
■
く
よ
豫
．
セ
彎
嵯

・

一

一
４

一
ｔ
一　

一
夕

一
了

」

モ

予
√
■

．一『

ギ
■
鞠

こ́
，Ｉ

と

ゃ

´

ヽ
ヽ
こ

ヤ
』
４

，
う

こ
と

り

ら

尊
た
に
略
議

ち
肇

リ
ヘ
ぜ
砲
ち
「
いヽ
１
ド

姜
町
２
れ
工
く
亀
．

■
●

′
ｔ

ヽ

日一一

ｌ

　

■゙

´
　
　
　
、し
　
■
・

口

′

Ｌヽ
ヽ
角

」
晴

井
司

２‐

４ヽ
Ｌ

χ
（沿
門

咸』『柏御
鳴

、み
無
数
凝
中

‐　
　
，
｝
／
・　
――

ダ
い
　
　
Ｌ咄
　
Ａ

ハヽ々

１

３

芍

（
‐ヽ

ノ

”

フヽ

「

■

¨
）ギ

‘
場

‥′　
乙．　
バ
　
ンヘ　一Ｌ

“
タ

ル．
痙

「ｆ
　
．へ
　

，，
し

′ヽ
■

母
コ
ロ
苺

独
平

父

お
い
ユ
一
‥

oあου。こク″ク[‐ .il :

績
m

／

マ
廿
イ
ｔ
節

‐
ス

矢

０

●
二
らそ
そ
動

め
た
。

なヽ
ダ
賄
人
の
気

為
ち
１ヽ
ヽ

た

″
ｋ

に
ら
に
よ

ヽ

ｔ

，

ら

亀ヽ
り
官

橘ヽ
ｔ
祐
り
蓼
全

ヒ
「
う

て
ｏ
撥

‘ユ
ｏ
Ｄ
わ

ビ

っ
た
。

碑

今

う

夏
■
堵

“
夕
薇
一斉
＾
∩
鶏
‐・
徴
，た
訳ヽ

2ζ

」
廟

母
遇
」ヽ′b
t
′

■

ん

4
ス
要′
す

`Lズ)
・

メし

rt
′

`「'F7
降

」Fト
マ
F
l
場r3

013日′こttttrt

r´
´

ミつイ伝み■l手 矢:式―グ ,ス ー薔κミみ

iリ ン lJ Er;デ
｀
卜
|

弘

ｈ
′
ヽ
に
ｔ
一

一
０
（

ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
▲
■
　
　
　
い
　

ヽ

あ
り
が
に
や
暮
二
餞
瓦
０
な

４
』■
づ

Ｒヽ
ソ
と
収
凛

め
尋
‐
１
１
だ
い
う
ｉ

ｒ
ひ
２

Ｌ
．
も
ら
、京
峙
ヽヽ
ん
の
Ю
Ｐ
量
■
な
手
■

モ
隼

，
■
■

ｔ費
，７
「，
だ
（
フ」「
ｔ
′マ
η
罰
こ
・＆
」
浴
Ｉ
Ｌ
．少
し
裂
ハそ

万
，た
０
颯
ュ
一に
対
（６
桑
一責
こ

だ
った
た
め
ム
え
噴
・４
が

イ
マ
～
ブ
聡
，
た
こ
二
人
間
〔
五
一
）象
患
Ｒ
（Ｒ
樹
）色
美
うヽ

ゐ

い
と

入

ｌ

く
Ｌ

ら

句

い
の
だ

ろ

ぅ

か
。

燈

ら
ヽ
甘
１
”
珈

嗜
曰
〓
札

跨

Ｐ

，ｆ

バ

ｌ
ｔ
代

■
ポ
ー
ト

■

ノ
，

Ｉ
だ

卑

ム

る
●

仏

Ｕ

Ｉ

え
ズ

・句
４
〓
こ
用
「
Ｚ
く
ム
た
ニ
キ
η
一び
健
え
一にヽ
１
いえ

脅
生
均
Ｌ
っ
Ｌ

，え

こ
鵞
通
）‐■
行
り
、
ｚ
ヽ
ろ
一半
ムろ

一ヽ々
，町
『
井
τ

じ
セ
う
み
仁
颯
加
ち
ヘ
マ
ピ

．
コ
ス
■
り
鴫
果ヽ
胸
ｏ
う
だ
呵
．

いち
―ス
、い脅
ム
デ
イ
ン
寄
う
川
子
歓
え
Ｌ
Ｉ
マ
ヽ
ろ
．
コ風
豪

ほ
自
分

ご
傷
洛

ド
々
イ
ら
れ
つ
い
の
Ｔ
晨

し

絲
め
う
と
飛
●

■

一た

ｂ
Ｌ

ど
ル
私ヽ
ム
〆
・頑
歿
，
１
や
っ
て
行
い
り
い
と

‐
―

し
セ

ょ

橘

ざ

ド

十
Ｎ
Ｏ
一舞

ぃ
澤

０

０
０

ユ
ん
Ｌ
ヵ

Ｌ

ミ
ム
ー
〓
■
，マ
η
・Ｌ
ｑ
崎
ィ
イ
タ
リ
ァ
封
鷲
た
ど
一ス
上

ｌ

ｈ
η
当
ロ
ィ

ン
イ
ン
デ

　
ヽ
こ
ど

は
３
令

つ
／
■
犯
〔歿
い
だ
っ
た
と
″
１
が

，
ｆ

ノ．

民

■

っ
た
民

？
手

↑

とヽ

こ
な

だ
」
■
不

ヽ
■
む
一彙

＝
仁

ん
ど

―ヽ
う

十ヽ

あ
ん

ｒ
ａ

ｎ

一
ヽ
一ん

ｌ

ヵ

・た

フ久
ヒ
Ｉ
Ｚ
少

―
で
‘

ミに
■

．‐
マ
勾
２

ヒ
＝
．

（
７
当

Ｌ
・轟

「
の

な

Ｊ

暑

．ビ
憂

が
多

′
う
か

。
猾ヽ
ｏ

モ．
ふ
象

●

リ
ボ

危
ゃ
。

小

負
７
‐、―

―
、

ヽ
一ん

“
に
た
く
ヽ
ん

０
冷
メ
ベ
９

ム

弓

ぃ
み

た
、ヽ

，
。

■
λ

へ

７Ｊ
ｔ

´
人

を
二
年

卜
象ヽ

主

啄
満

足

／

ヽ

■
１

十
象
賀
十
ｔ
Ｌ
一ヽ

生

暮
二

．
セ

二 _

ニ
メ
ア
ヘ

倉
一子

つ

薇

臼

:"

バ
¨

力
へヽ場
「
率
こ
■
ん
上
編
に

く

t

=ご
ご

J弓1
]



)o7dr oχ象ツ

ヽヽと,営び
`r妥

じx{ }(+: I

く
畝
７．
．
Ｌ
ヽヽ、、限
４
¶ヽ
能
４
そ
し
，た
み
像

子
ろ
う
一所
覆
メ
守
セ
孝
・
え

ｚ
・日
たヽ
な
孔

Ｌ
黎
Ｉ
Ｑ
ｔ
忍

ド
た
，
そ
へ
に
―
て
も
、あ

つム，
碗
に
一ヽブ

ヘ

Ｒ

父

２

の
数

の
多

う
こ

一
摯

旬

だ
″

理

動ヽ
潟

の
ロ

リ
嘔
ァ
ィ
だ

晨
影
食
の
一
２
ス
マ
■
カ
ス
一７宴
（ｇ
だ
４

ヽゝ
・
ｏ
（
午齢

，
こ
核
７て
行
，た
，
７
・ヽ
・門
ギ
島
ア
晨
染

二,

r

勁

1甲
´
、

ト

rt

,や
ヽ
コL
′ヽり

ミ

鳴
フ
,

亀
「

え↑
ら

お

ヽ
　
　
　
」
１
７
‐

ス

当

尺
―

~

1●
■

袢
和L

翼|
■●い

」ヽ

|

ハ
フＬ■
＋
，と
婦
催
ｔ
な
，■
れ
な
り
。
Ц
こ
「
に
晴

船

，判

だ
た

め

ら

へ

智

社ヽ

に
参
ノ
行

‐
た
／
筍

段
げ

ａ

ざ
よ

急
承
ほ
今

り
た
．
宙

た

り
」
に
つ

り
、

人

ぬ
も

含

嗜
ガ

争

ｔ
今
動

落
ι
▲
へ
」
に
ふ
ス
め
，
た
ご

六
・
ｎ
４寛
・ι
今
嘲
そ

う
狛
″ι
ハ
ム
・

立

べ
ら
れ

た
ギ
ぃ
品
１
２
ざ
か
紹吹
暉
ろ

う
狩
米

だ

「
い
行
―
」
ｚ
は

ヽ
た
″

フ
ジ
Ｌ

引

、
ｋ
の
暉
多
τ
／
ハ
多
ｏ
お
た

ろ
ゃ
ん
だ
そ
ム

と

周

ヽ
た
Ｌ
「

ユ
〆
〓

”

水

丁
７
ず

つ
フ
乃
ご

ユ

ー
負

,

ユ
Ｔ

呵
ホ

螢

ビ
薇

の

マ
ン
パ

フ
ー

遅
・動
合
に
あ，
十
ス
Ｃ
の
く
そ
助
え
み、Ｌ
ズ
ヽ
べ
特

が
用
「い
れ
‘え
“ヽル“へと
―
て
毛
い
Ｌ
た
。
訳ヽ
諄明
ム
め
Ｔ

ダ
．
ス
デ
ィ
ォ
、て
、テ
Ｌ
と
笙
外
歳
ご
ら
ュ
τ
だ
った
。
マ
ス
タ
そ
何

ｚ
η
、増
政
は
一準
′ｈ
Ｇ

ド
、
た
４

だ
が
ご
６
え
」女

一枠
夫

■́
ｌ
Ｒ

L ′

。
ζ
寺
上
ぅ
■
尭

と
〓
Ｌ
ぞ
ビ
、ック

ー
んη
た
。
，
ａ
｛
ず

へ
は

，
ジ
鵬
¶
く

ヽ

．ぅ

彎

崎

コ
ィ

一ヽ
ざ

ほ
く
仏

漱
マ
ー
養

質

踏

に
入

へ

た
り
だ
承
ス
・効

７
・

紳ヽ
単
鞭
々

颯
飲

種

ク

だ

。

ち
た

嘔
沿
７
■
り
新ヽ

．木
〆
ｔ
ぅ
■
、ヽ
、、と
￥
ス
■
に
、ヽ
ミ
と
一

b島 ユ′,。おがイち
“

1なぅ

工協 ず如 o'f\ 16z'+

ネ
ユ
ら
は
な
ん
ｔ
ａ
′日
い
所
暉
ん
だ

こ
往
る
」
の
円
いユ
「
台
ユ
・ど
ミ
一
ｔ
７
崚
２
式
ロ
ド
憩
う
ど

不

当

Ｌ
絶
へ
各

ｆ

Ｚ

ヽ
ろ

（
っ
４

に
ど

―

マ

、
う

憔

７
一
い
■
．

ヽ
こ

″

　

　

　

　

　

、

　

　

′

　

．
，

〕

一
　

、

ノ

はヽ
子
Ｔ
７
７
「
る甕

痺ヽ
口”
ｌ
入
す〓
午
ご
キ
ド
兄
フ
リ
た
。

ｔ
す

．
，
こ
ぇ

ｆ

内
ュ
け
に
責

黍

あヽ
へ̈
会

考

う
ヽ
二
物

ｔ
句

句
７
い
ろ
バ
ジ
２
ん
〆
乙

Ｌ

ゴ

ス

は
「
～
な
い
ザ
ど
、こ

う
■
ホ
ロ

「・た
り
凌
、ｔ
い
／

ご
し
箔
）
，
た
。
押
た
う
しＰ
ス
５
ら
ヽ
」
の
η
ｔ
〔
い会
う

糸
３
っ
、多
ャ
暉
み
げ
１
ん
そ
っ
議
覧
ユ
で考
―
亀
．
ら
一
ｒ
音
ガ
ゴ
徴
と

言

だ

リ

ー

。
今

だ
空
ゴ

象
つ
ユス
鴫

『
ぎ

ヽ
ユ
棄

□
が
表

基

′ヽ平

ん
Ｚ
い
ろ
。
デ
「
ヤ
ニ
ー
７

ド́
・ジ
ャ
で
１
・ふ
ヽ
τ
ろ
だ
働
く
。

贅

Ｉ

積

感

▽
フト
０
含

日
本
電Ｆ

管

ろ
呆

記
百

「け
ネ

ム

つ
か

」
ノ
つ

い
曰
不

モ

」
の
キ

つ
バ
記

①

げ
シ
つ
吠

贔
と

ソ
つ
・
曾

・

不

だ
Ｌ

ゃ

口

嘔
黄

こ

、
ス

ペ
イ

ン

噂
録

②

♂
（

た
男

経
う
↓

らヽ
こ

ム
ぇ
」
バ
ｔ
誕
」
な
だ
た
に
中
件
亀
ヘ
リ
にヽ
ぶ

（ス
ス
‐デ
ン
子
社
）
ｆ
く
〔
い
ｚ
夕
た
′ち
１ヽや
ク．

藩
↑
」
う
間
さん
い
だ
，た
。

▼
Λ
こ
「
う
プ
ロ

一壻
．熱
ｔ
・７
′ヽブ
．
ｔ
え
ヤ
ｂ
ド
ラ
ゴ
シ
だ

Ｌ
■

手

６

資

へ
菅

〓
そ

呆

Ｉ

Ｌ

漱

・書

役

「嬌

ケ

う
た
う

犠

ギ

フ

に
ル

・
ヘ

シ
ヨ
ン十

に
な
々
な
タ
ヒ
え

く

ノ
■
ッ
キ
飲

ご

可
う

か
ら
ろ
Ｊ

ヽヽ．　
▽
均
入
金

〔籠

■
の
口
‐■
なヽ

々
と

コ
ス
モ

咲

い
て
ヽ
ろ
Ｄ
「喘

Ｂ
４

ぐ
た

」
言
労

ヽ
‐
て
ε

ｌ
ビ
を
唄

，
た

―
「「
ズヽ
一ｔ
ズ

Ｌ

いん
■

な

洋

」
灌

』
”
い
働

ｔ
仏

っ
ど

ネ

．
ο
礼
〔
与

，

こ

電

．

ヽ
　
■
′

、弔

に
友

力
¨
―

そ
い
ろ

軟

ろ
う
な

う
■

２
ゴ

虫

う
「
ヒ
住

だ

lL re ,1. Et io q h'ri+*"ZEr+--- ム

Ｌ
暉
参
考
〓
ひ
め
う
．

ス
メ

ピIυご'1 {,' }"ittf,tAr,<r.rer

Zo zZ 10 3
,' ネ 腸 ,Yo. 553

【ユ商1載人薇立Iそ
'L棄

亭ittL:ilを為集み らj市 4べ編集墓 ルギ凛司

ｔ

ｔ

Ｒ

贔


